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住民から信頼され納得される行政運営 

提 言 要 旨 

 

１ 自治体を取り巻く環境 

   

   

 

 

   

 

  

 

 

 

 

２ 行政評価の現状と課題 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

３ 行政評価の再構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住民参加による 
緊張感のある 

住民意向を反映した 
使える評価システム 

外部評価の導入だけでは有効に機能しない 

内部評価だけでは評価が甘くなる 

行 政 評 価 

○積極的な行政情報の提供 

○住民の事業選択機会の充実 

○住民との情報共有 ○評価に基づいた事業見直し 

○職員の意識改革と気づきの向上 

○予算や総合計画との連動 

人口減少による 

消費や税収の減少 

高齢化や 

少子化への対応 

住民ニーズの 

多様化・複雑化 

効果が少なく課題が多いと感じている 

 

評価だけで終わってしまい予算や総合計画に反映されない 

 

行 政 評 価 
（適切な事業選択） 


